20120129　1部礼拝

信仰の声を大きく (ルカ7:29-35)
私たちの人生は８０、少し長い方は９０、100歳まで生きる方もいらっしゃいますが、永遠に続く長いものではありません。その短い人生を生きていくうちに私たちはいろいろな声を聞くようになります。それがこの世というところではないでしょうか。いろいろな声が飛び交うところです。その中でどのような声に従うのか、どのような声が自分にとってより大きく聞こえてくるのかによって、その人の人生の流れが変わり、また方向が変わるようになるでしょう。今までもそのようなことをみなさんは経験してここまでこられたと思います。ぜひ、人生の本当の勝利、真の幸せ、本当に価値ある人生に走ることができる声が、みなさんに大きく聞こえてくるようになっていただきたいと願います。私たちの人生というものは、いろいろな声が飛び交う中を歩くものです。何を聞くのか、もっと正確に申し上げると、勝手に聞こえてくるようになっているので、何が、どんな声が、より大きくクローズアップされ聞こえてくるのかが人生の勝利のポイントではないでしょうか。今日、ぜひ、そのポイントが何なのかキャッチして、必ず、勝利の人生を歩んでいただきたいと願います。今まで経験したように、ただ実力があって、ただ真面目に一生懸命、がんばるからといって人生が幸せになり、あるいはうまくいくわけではないということは、今までしみじみ感じ、経験してきたのではないでしょうか。勝利のポイントは何が聞こえてくるのかということです。
そのようなことを心に留めて今日の聖書を考えていきたいと思います。イエスさまご自身がどのような方なのか、バプテスマのヨハネがつまずく中で説明したり、いろいろ解き明かしていました。それを聞いて、今日の29節を見ると、取税人やまたバプテスマのヨハネのバプテスマを受けていた人々は「今、イエスさまがおっしゃるそのとおりです。イエスはキリストです」と神様の正しいことを認めていたと言われています。おっしゃられるそのとおりに聞こえてきたでしょう。同じことを聞いていてもそのように聞こえる人がいるし、反対にパリサイ人、律法の専門家たちは、ヨハネからバプテスマを受けないでいたし、結局、イエスさまがおっしゃることが聞こえてきませんでした。自分たちに対する神の御心を拒んでいたということになりました。つまり、聞こえてこなかったのです。だから、「ふん」ということになりました。取税人をはじめ、バプテスマを受けていた人たちは「なるほど、そのとおりです。そうです。おっしゃるとおりです」と言い、パリサイ人と律法学者たちは「ふん」としました。そのように分かれるようになりました。それをご覧になってイエスさまはこのようにおっしゃいました。では、この時代の人々は何に例えて、何に似ているのだろうと言いながら、このようなたとえ話をしました。一番に、子どもたちが座って遊んでいるときに、たぶん、当時このような遊び方があったようです。笛を吹いてやっても君たちは踊らない。笛を吹いて楽しい雰囲気になり、うれしいよいことをお祝いするようなことがあって笛を吹いたり歌ったり、それに合わせて踊るのが筋なのに踊らなかった。反対に楽しい、喜ばしいことではなく、弔いの歌、葬儀屋さんの歌、悲しい歌を歌うと泣くべきでしょう。楽しいことが気に食わないのであれば、悲しい歌を歌いましょうと歌いました。楽しい歌のときは踊らなかったので、悲しい歌のときには、それに従うのが筋です。それなのに、そのときはまた泣かなかった。どっちにしても応じません。だから、笛を吹くのか、弔いの歌を歌うのかの問題ではなく、それを受ける側の心の問題です。どっちでも、最初から反対の方向に行くことを心の中で決めているのです。そういう話です。それでなぜそのようなたとえ話をなさったのかを33節からこのようにおっしゃいました。バプテスマのヨハネが来て、神様の御心のためにバプテスマのヨハネはパンも食べないで、ぶどう酒も飲まないで、野原で生活をし、ナジル人として生活していました。それは本当は何の問題もありません。その理由は来られるキリスト、イエスに備えるための目的であって、それにはヨハネの場合はこれが必要だったのでそうしました。するとヨハネを見て「なるほど。やはりキリストを備える人は今の時代がみんな流されていても違うのだな」と見るべきなのに、そのように見ないで「あの人は悪霊につかれている者だ」と言っていました。そして、バプテスマのヨハネのことを認めることはありませんでした。食べず、飲まずにいたのでそう言いました。それは正しく筋を通して言いますと、食べて飲むと良いということでしょう。それならば、イエスさまが来られて飲んでいたら、今度は良かったと言うのが筋ではないでしょうか。それなのに、今度は「食いしん坊の大酒のみ」と批判するのです。だから、食べてもだめ、食べなくてもだめ、どっちにしてもだめということです。食べる側、食べない側の問題ではありません。イエスさまが来られてイエスがキリストではないから信じないわけではありません。イエスはキリストです。そこにはこれっぽっちも問題はありません。問題はどこにあるかというと、イエスさまがどうするかに問題があるのではなく、彼らが最初から心の中ですでに信じないことに決めているのです。最初から神の御心を拒むように自分の意志などに捕らわれているか、とにかく、心の中心から信じることを拒むことにしていました。それが問題だったということをたとえ話をとおしておっしゃっています。それから、取税人、罪人の仲間だとおっしゃいました。それはどういう意味でしょうか。イエスさまを認めない、またイエスさまのことを信じないことにいろいろな理論があり、いろんな声、主張があります。ときには、何で食べないのか。あるときは、何で食べすぎるのかといろいろな話があって、それが理由で「私はイエスさまを信じません。イエスさまはキリストではありません。イエスさまを認めることはできません。だから、イエスさまを拒否して近づくことなどしません。でも、それは理由があるからではなく、本当はどっちでも最初から信じないことに決めていた、心の中心の問題だったということです。イエスさまが律法学者、パリサイ人たちのことをたとえ話でおっしゃっていることをとおして、今日の礼拝の中で私たちに与えられるメッセージはまずこれです。
イエスさまのことを信じないようにするすべての声、どのような理論でも相手にしてはいけませんということです。世の中にはたくさんあります。個人的にも、社会的にも、宗教学的にも、学問的にも、いろいろな角度から「イエスさまは救い主、キリストなどではありません」という声がたくさんあります。それを素直に聞きますと、ときには「なるほど。そうかもしれません。納得いくな」という声もたくさんあります。でも、今日、はっきりしておきましょう。素直に、普通に聞きますと納得がいく内容でも実はそうではありません。それが納得いくような、信じないもっともな理由になって信じないのではなく、最初から信じないつもりなのでそういうことを言うだけなのです。ですから、どんな理論でも、声でも、イエスさまを信じない、イエスさまのことをキリストとして認めようとしない声に対しては、最初からそういうことだと理解して相手にしてはいけません。相手にするものではありません。ときには論理的な根拠をもって信じないようにする理論を展開する場合もあります。ときには科学的な根拠をもって理論を展開する場合もあります。それはもう数えきれません。最近、一番有名だったのが「ダビンチ・コード」という本や映画がありましたが、ダビンチが当時のキリスト教会の裁きが怖くて、絵の中に事実を隠していたという話です。結局言いたいことはイエスさまはマリヤと結婚して、子どもたちが実は存在し、その子孫たちがこの世にいるのだけれど、当時それを発表すると大変なことになるので、「最後の晩餐」や「モナリザ」などの絵の中に隠していたという話です。それを聞いたり、映画をずっと見たり、小説などを読みますと、それに引き込まれていくようになります。でも、ちょっとだけ考えても、ダビンチがイエスさまが結婚したのかどうか、何が根拠になってそういうことを隠そうとしていたのか、その根拠さえまったくありません。最初から、イエスさまのことを信じるつもりがありません。信じたくない。信じられませんという心が中心にあって展開する内容です。だから、ちょっとだけ考えてもあてになりません。科学的に処女から子どもが生まれるというのはありえません。だから、イエスさまは違うと言っているし、言いたいのです。信じない理由の一つにします。でも、それは科学的に合わないから信じないのではなく、心の底から最初から信じるつもりがないので、それが理由になるだけです。ときにはこのように言います。イエスさまが水の上を歩きました。すると、「そんなこと科学的にありえません。人間がそのようにできるか」と言います。またあるときはイエスさまが涙を流します。「イエスさまって神様と言っているでしょう。それなのに神様が涙を流すか」と言います。どっちにすればいいのでしょう。イエスさまの神性を表しますと「人間的な面がない」と言い、人間的な面が表れると「神ではないのではないか」と言うのは、イエスさまの方に問題があるわけではなく、今日のイエスさまのたとえ話をとおしてはっきりしているのは、心の中心の問題なのです。何かの力によって、何かに操られて、本当の神の御心、私たちに対する神の愛と救いの祝福を拒むための力が働いて、信じる気持ちが最初からないので、そのように表しているだけです。ときには、経験に基づく理論を展開するときもあります。いろいろな声があります。でも、逆にイエスさまがキリストだからこそ処女から生まれないといけません。自分が持っている頭のコンピュータの小さな限界の中でそれを理論にし、それに合う、合わないによって信じませんというのは、イエスさまがキリストではないから、でたらめだから信じないと言いたいでしょうが、そうではなく、最初から信じないつもりなのです。笛を吹いても踊りません。イエスさまは処女から生まれ、神様ご自身であり、神しかできないことをやっていらっしゃると言うべきなのに、「それは科学的にも根拠がありません」と言っているし、弔いの歌をうたってやっても泣きません。イエスさまは人間的に涙を流し、取税人や本当に貧しい人々と一緒に生活し、彼らを憐れむと「違うのではないか。神だったらそうしないだろう」と言います。あるときは神ではない。あるときは人間だから。あるときは神だからと言います。自分たちの信じないつもりの都合に合わせています。人の心の根本にあるものです。今まで、みなさんも神の恵みによって信じるようになりましたが、私たちのように頭の悪い人間がもっともな科学的な、論理的な、いろいろな根拠をもって理論を展開する話を聞いて、「イエスさまは救い主とかキリストではありません」と言う話になりますとみんな引き込まれるようになります。でも、ぜひ覚えていてください。どんなにすごい理論でも、イエスさまをキリストとして信じることを拒む、それを信じないようにする理論は最初からあてにしてはいけないものです。わかりますか。これが最初のメッセージです。そのような声が世の中にはたくさんあります。イエスさまはキリストですという声が力を失うようにさせる違う声がいろいろな角度からたくさん飛び交っています。ぜひ覚えていてください。それは理論や根拠の問題とか、そういう次元の問題ではありません。根本から、心の中で最初から信じたくないという気持ちでいるから、そのように展開されるだけです。そして、それに対してイエスさまは神の御心を拒むことだと恐ろしいことをおっしゃっていました。だから、ある意味で、ときにはものすごい専門的な知識をもって理論を展開する場合もありますが、あるいはそのようなことがなくても自分なりの根拠をもってイエスさまをキリストとして認めようとしないケースもあったり、様々なのですが世の中で一番かわいそうな人種はここに当たります。だから、聖書は最初からキリストの栄光の光が輝かないように、世の神と呼ばれている者が心をくらますからそうなると書いてあります。それは小さな話ではありません。生まれたままの人間は普通にほっておくとパリサイ人や律法学者のようになるしかありません。それがまず最初のメッセージです。イエスさまに対して、特にイエスさまが救い主、キリストであると信じないようにする、近づかないようにするどんな声、理論でも、どのような根拠をもって展開する理論、声であっても相手にするものではない、相手にならない、相手にしてはいけません。それは愚かなことです。人の心が本当に科学的で論理的だからそのように思うわけではありません。論理や科学などを利用するだけであって、最初から目に見えない何かの力が人々の心を動かしているので、それを口実にして信じない方向に走るようになります。こっちになるとこっちなりに反対、あっちになるとあっちなりに反対。とにかく、反対の方向だけを走るようになっています。心の中心にそのような力があるからです。
そうならば、2番目のメッセージ、私たちが覚えるべき内容は、今現在、その中でイエスさまをキリストとして信じる信仰を持つようになったということは、小さなことではなく、あるいはたまたまでもなく、それこそものすごい大きな祝福なので、それを今まで以上にそれを大事にしないといけません。これが神様のメッセージです。皆さんは自分で「イエスさまのことを信じます」と心から信じるようになりました。何がきっかけだったのかはわかりませんが、その信仰のことをどれほど大きく、どれほど大事にしていらっしゃるのでしょうか。それを神様は今週、私たちに問いかけていらっしゃいます。どうしても人間というものは反対の方向に、信じない方向に走るしかありません。世の中のすべての声が、すべての良いもの悪いものを根拠にして、信じない方向に走るようになっています。それを「この世」と言います。暗やみに覆われているという意味です。だから、何を見せても、右を見せれば左、左を見せれば右、とにかく信じない方向に逃げていく構造、システムになっています。そうならざるを得ないように目に見えない力が働いているところです。そういう中で本当にわずかですが、皆さんがたぶんそこまで思いついていないと思いますが、ときには親に連れられ、ときには友達のゆえ、ときには病気のため、ときには恋人のためにといろいろな理由があって、イエスさまのことをとにかく「なるほど、イエスさまは自分のために十字架で死んで、イエスさまが私を救ってくださった。私のために十字架で死なれた」ということが心の中にすっと入って信じる気持ちなったということは奇跡の中の奇跡です。だから、いろいろなことがある中で、まず、イエスさまをキリストとして信じる信仰を持つようになったことを感謝しながら大事にしましょう。それが成功の秘密です。それは小さいことではありません。皆さんが今現在そんなに偉いところがなかなか見つけられない方でも構いません。それでもがっかりしないでください。何かと比べて劣等感などにいつまでも捕らわれ、それによってがっかりするか、あるいはそれが原動力になって突っ走るか、どっちでもダメです。クリスチャンは劣等感などいりません。このような信じないようにする大きな力が大きな声をもって動いて働いている世の中において、私たちはイエスが救い主キリストだと心から信じる気持ちになったというのは、皆さんが神様の子どもである何よりの証拠です。その知恵の正しいことは、その子どもによって証明されると言います。イエスは信じるか信じないかにかかわらずキリストです。イエス以外には救いの道はありません。イエスにいのちがあり、希望があります。ただ、信じる者、神の子どもなので信じます。だれもかれも理論的に理解できたから、自分の持っている理論、論理に当てはまるから「なるほど。信じようか」として信じることができるわけではありません。元々は信じられません。信じることができない力が働いているのです。その中で私たちはイエスさまのことを信じるようになりました。でも、残念なのはそのことを小さく思っています。他の出来事の方がより大きいかもしれません。恋人と出会った記念日のほうがより大きくクローズアップされるかもしれません。私たちの人生の中で一番大きい奇跡はこのイエスをそのように信じないようにする力がものすごく働いていて、だから、右を出したら左、左を出すと右と、とにかく絶対に信じない方向にすり抜けていくようになっているその中で私たちは、ひっかかって、つられてイエスを信じるようになったことこそ、皆さんが神の子どもである証拠であり、それこそ、私たちの意地や何かではなく、神様の恵みの恵みであり、それは聖霊が皆さんの心の中にダイレクトに働かれたという証拠です。聖霊が働かれました。それは言葉を変えますと皆さんはイエスさまを救い主として信じたというのは皆さんは神に選ばれた神の民であり、神の選民であるという証拠です。覚えていてください。もう一度言います。奇跡の中の奇跡です。イエスさまを信じるようになったことに対して、皆さんはいつもこのように驚いていないといけません。「元々、信じないようにする力ばかり飛び交って働いているこの世の中において、暗やみに覆われているこの世界、霊的な世界、そこにおいて私が神様に連れられてイエスさまを信じるようになった。どうしてこのような者がイエスさまを信じるようになったのだろう。どうしてこのようなことが私にありうるのだろうか。神の恵みの他には何も言えない。これこそ奇跡の中の奇跡ではないか」ということでイエスさまを救い主として信じている自分自身のことをほめてあげないといけません。自分が偉いからやったわけではないけれども、とにかく信じないようにする流れ、力がほとんどです。学問の世界でも、芸術の世界、教育、政治、小説、どこの世界でも形がどうであれ、神なんかいらない、イエスさまなんか救い主ではないというような力が働いています。どんな口実を取り上げてもそれを言いたいのが世の中です。そういう声がたくさん飛び交っています。まるで、戦争の中、ほとんどが銃弾、爆撃に当たって死にます。そのようなものすごい戦場で私たちは当たらないで「イエスさまを救い主として信じます。この者のために十字架で死なれることをありがとうございます。私の罪が全部許されて、神の子どもになっていることをありがとうございます」と信じることができたというのは頭の問題ではありません。聖霊が皆さんに働かれたのです。皆さんは聖霊の人であり、神の恵みが注がれ、神に愛され、神に選ばれた選択された方であり、奇跡の中の奇跡だったということです。イエスさまを信じた自分自身に対して「すごいな」という感覚をいつも持っていてください。これが2番目のメッセージです。今、こんなちっぽけな者で、今、いろいろな問題を抱えているかもしれません。その前に「どうやって私はイエスさまを信じることができたのだろうか。すごいな」と自分自身をほめるようにしてください。それから、いつもそのことに基づいて「神様、感謝します。戦場の不信仰の銃弾、悪魔が放つ火矢などに打たれて、皆、倒れ、偉そうにいろいろな理論を取り上げながら、経験に基づいて「イエスはキリストではありません」と言います。ときには神学校の中でもイエスさまだけが救いではなく、すべての宗教に救いがあると言います。そのような声も飛び交っています。その中でオンリーイエスだけが救い主だと聞こえてきて、それにアーメンするようになったというのは、皆さんは普通の方ではありません。神様の子ども、選ばれた神の民、王である祭司と言われるのにふさわしい方です。だから、問題は皆さん自分自身がそのようなことを常に確認して意識することです。ちょっとしたことがあればまた忘れるでしょう。逆に何かあったときに「すごい」と言うことを否定しながら、その問題に溺れていくようになるのでしょうが、それがこれからの戦いです。まず、イエスさまを信じるようになった。イエスがキリストだとわかった。そのイエスさまを心に受け入れることができた。それはすごいことです。それ以上の奇跡はありません。だから、私はすごい存在です。自分自身をいつも肯定的にほめてあげてください。ある人はものすごく集中して、一生懸命頑張るところを見ると、劣等感が原動力になる場合があります。それは頑張って形を作っても必ず失敗するようになります。クリスチャンは劣等感や何かを原動力にして頑張るものではありません。他の誰かにこれをとおして見せなければというのは要りません。イエスさまを信じたことだけで十分すごい存在です。自分自身を他の肉体的条件と関係なく、ほめてあげてください。それから、それによって感謝してください。いろいろあるでしょうが、まず感謝してください。イエスさまを救い主、キリストとして信じるようになった信仰のことを大事に扱っていただきたいと願います。

皆さんはそのようにして救われました。だから、神の子どもになってキリストにあるすべてのことが私たちに成就するようになりました。それからは、もしそうであれば彼らは、世の中はキリストを信じない声をいっぱい発します。そういうことが今日の聖書のポイントです。そうならばとにかく、最初から信じないつもりなのでいろいろな声を発するのですが、声の問題ではありません。信じないようにすることです。それがわかっているのであれば、イエス・キリストを信じている私たちはこれからは自分自身にとって自分の心の中でまずはイエスさまをキリストとして信じる信仰の声を大きくボリュームアップしないといけません。これが3番目のメッセージです。反対の声が飛び交うのが世の中であれば、しかも戦場のように銃弾が飛び交うような状況であれば、今、目に見えないから霊的なことがよくわかっていないので、戦場じゃないかのように思いますが、よくよく考えてみてください。一日でも何百回でも不信仰の声が飛び交っています。そんな中でそういうことがわかるのであれば、私たちは信じる者として、その信仰の声、特に「イエスさまがキリストです」という信仰の声をボリュームアップしてください。どれほどアップすればよいでしょうか。私たちの心の中で、この「イエスさまがキリストです」と言う信仰の声以外にたくさん飛び交う声が消えていくくらい、それが聞こえないくらいボリュームを大きくアップしましょう。韓国の38度線の方に行きますと、北朝鮮と南と向かい合って、今はあまりしませんが昔はお互いに宣伝の放送を大きなスピーカーをもって流しました。向こうから南の方を批判したり、北をほめるようなアナウンスを大きなスピーカーで流します。すると、こちら側はそれに対抗してどうすればいいのでしょうか。ある意味、そのときは内容の問題は超えて、あちらの声がこちらに聞こえないくらい、消すくらいの勢いをもってボリュームを調整します。途中で声が消されます。たまにテレビを見ると時々、レポーターがこんなレポートをします。「私の声が聞こえないくらい騒いでいます」と特にデモの報道であります。ニューヨークのウォール街でデモをするときに、取材をしたりレポートをします。声が大きいです。マイクだから私たちには聞こえるのですが、そこでは自分が言っていることが聞こえないくらいうるさいのです。そのように、これから私たちがやるべきことは霊的な戦いなので、いろいろなことがあるでしょうが、イエスさまを信じる信仰、キリストとして信じる信仰があれば、奇跡なので感謝とともに、まず大事にして自分自身をほめながら「良かった。おまえはどうやってイエスさまのことを信じることができたのか。あなたはラッキーだね。すごいね」ともちろん神様の恵みですが、いつも自分自身に対して言ってください。他のことではなくイエスさまをキリストとして信じるというのは奇跡です。見ていてください。これがどんどん増えていくでしょうが、今現在は日本では0.3％にも足りません。奇跡です。それを大事にしてください。イエスさまを信じていながらも、他の何かによって気持ちがつぶれていくときは戦わないといけません。大事にしてください。私はすごいものです。イエスさまを信じたのではないか。どうやってイエスさまを信じることができたのか。不思議だ。ラッキーだ。ありえないことなのに。うちの社長を見ても、お父さんを見ても、周りの友達を見ていても、いろいろなことを言いながら結局は信じない方向に、信じないために言うだけです。理論がどうなのか、イエスさまがああだ、こうだとか、処女マリヤだとかは全然関係ありません。信じないために言っているだけです。それなのに、その中で私にはどうして信じられる信仰が与えられたのか。奇跡ではないのか。大事にしてください。「皆さんは大事な存在です」といってもなかなか素直に受け入れられないでしょうが本当です。これも気を付けてください。まるでパリサイ人のように内側はそのレベルではないのですが、「皆さん本当にすごい存在です」と言うとそんなことはないと言う顔をして、「皆さんだめです」と言うとなぜだめなのかと言います。どっちにすればよいでしょうか。踊らないし泣かない。そのような体質にならないように講壇から語られるメッセージは嘘ではないから素直に受け入れるようにしてください。皆さんは皆さんが考えている以上にイエスを信じたということを見ると、IQはそんなに良くなく、顔もそんなにかわいくないかもしれませんが、しわは増えているかもしれません。でも、イエスをキリストとして信じたということを見ると、皆さんはすごい存在です。信じてください。皆さんの自分自身に対する否定的な暗い思いは全部ウソです。だまされている最中です。

ですから、感謝とともにこれからやるべきことは一つだけです。霊的な戦いです。「ダビンチ・コード」だけが言っているのではありません。日々、皆さんの心の中で心の耳の方にいつもいろいろな声が飛びかいます。そのときに、他のすべての声を消せるくらいイエスがキリストであるという信仰の声のボリュームを最大にアップしましょう。それで皆さんがどのような環境に置かれていても、どのような条件、失敗をしたとしても、逆にどのような成功の座にいるとしても、どのような問題にぶつかったとしても、どのような試練が与えられていたとしても、その中で他の声が聞こえないようにイエスがキリストですと言う信仰の声が一番大きくなって、他の声が全部消えていくようにボリュームをアップしましょう。そのボリュームは迷惑にはならないので、いつも最大限アップしてください。どのようなボリュームでしょうか。イエスがキリストだという信仰の声のボリュームです。皆、それが小さいのです。せっかくイエスさまを信じて救われた祝福のすごい存在なのだから、そのあとはボリュームさえ大きくすればよいのに小さいのです。ちょっと環境が変わると小さい声で「イエスはキリスト」、問題が来たり、ちょっと自分の弱さがあれば、自分の中の変わらない習慣、霊的な問題もあります。それゆえに小さい声で「イエスがキリスト」ということではありません。何があっても構いません。イエスはキリストで全部消えるように。いろいろな条件、問題の中で、問題はそれではありません。自分のクリスチャンの心の中でいろいろな声が飛び交います。「あなたはだめでしょう。これからどうするの」という声が聞こえます。全部、消えるようにしましょう。思い煩い、心配、憎しみ、不安、不平、不満などいろいろな声が出てきます。もう十字架とともに死んでしまったのに、古きものはイエスが十字架で血を流されて死なれるときに一緒に死んで消えているはずなのに、それが首を突っ込んできます。それに対して、「イエスはキリストです。すべての問題はもう終わりました。私は幸いな者です。聖霊がともにおられるものではないか。天国がもうすでに臨まれている者です。私は神様に愛されている者、神様があまたは誰より尊いVIPだとおっしゃっている存在だ」という声だけが大きくなり、他の声は全部消えるようにしましょう。そうすると、必ず、目に見える証拠も与えられますので、その戦いです。紅海が目の前を塞ぎ、阻んで、後ろからはエジプトの軍隊が攻撃してくる中でも、四面楚歌の状況の中でもいろいろな声が聞こえます。「エジプトの方が良かった。これからどうしよう。紅海は渡れないのではないか。だめだ」という声は全部消えるように。「イエスはキリスト、これは何の問題でもない。すべての問題は十字架とともに終わりました」自分の弱さでも同じです。弱さにあまりにもひきずられ、あまりにも仲良くしないように。もう終わっています。自分の中にある問題が無くならなくても構いません。それに対して、毎日、イエスはキリストだという信仰の声が大きくなるように。ときには他のボリュームが大きくなる場合もあります。それで倒れる場合もありますが、この答えをもって、それでもまたボリュームアップする以外には方法がありません。そして、100回倒れたら、101回ボリュームアップすれば構いません。いつまでたっても答はこれしかありません。イエスはキリストです。本当に皆さんのすべての問題を、皆さんが知らない問題でさえ、悩んでいる問題はもちろん、全部合わせて、背負って十字架につけられるときに、全部、つけてしまって滅ぼし無くしてしまいました。信じてください。イエスはキリストです。そのキリストを心に受け、ともにいらっしゃいます。いろいろなことをとおして、一番怖いのが世の声です。いろいろな世の声があります。これがいい、これがふさわしい、これが最高、これが幸せ…。全部消えていくように。こうしなければいけない、こうしないとだめだ。これらが全部消えていくように、イエスはキリストです。だから、私は幸いな者です。これからは一つだけです。何も構わなくても良いです。聖霊の力が現れるとすべて勝利するようになります。仕事でも自分の健康でも人間関係においても、そして、事業においても勉強においてもすべて神の力が現れます。そのためではありません。イエスがキリストだからです。そのボリュームがアップしないと違う声に振り回されて違う方向に行ってしまうのです。自分なりには人生のために精一杯頑張るつもりなのですが、方向そのものが違うので、牧師の方からそうではないと言っても、そのときは聞こえないようです。心に他の声が消えていくくらい、信仰の声のボリュームを最大限アップしましょう。それが、私たちがやるべきことで、それを祈りと言います。難しく思わないようにしてください。皆さんは必ず勝利するようにもうなっています。旧約の聖徒は失敗もしたり勝利もしたりしますが、皆さんは主が中にともにおられるから他の声が消えるくらいボリュームさえ大きくすれば必ず勝利するようになっています。それで、皆さんぜひ聖餐の信仰告白の内容をよく覚えてください。それがイエスがキリストだという内容です。そして、キリストがともにおられるのですから私は幸いな者ですという告白です。だから、ただ文字を読むという意味ではなく、聖餐の告白のたびにイエスの十字架と復活を常に思い出してください。それが一番大きくて優先される声になるようにしてください。

そうすると、その次に他の何かではなく天の御国の祝福が見えて臨まれるようになります。世の中のすべてを超えていく天の未来の祝福が見えてくる、またそれを目指すようになる、それに目が行くようになるというのは聖餐の信仰告白が一番大きなボリュームになるときです。そして、神の国の祝福が見えてきたとき、それがテーマになったときに私たちには他の何かではなく聖霊充満の約束に集中するようになります。そうすると、終わりです。待つだけです。これがクリスチャンです。今どのような立場なのか、どのような問題を抱えているのか、皆さんがどんな弱さを持っているのか、周りがどんなに厳しいのかとはまったく関係ありません。2部の礼拝でもっと細かく申し上げます。必ず勝利します。イエスがキリストである信仰の声が最大限、大きくなるようにボリュームアップしていきましょう。皆さんが問題だと思い悩んでいるのは本当は問題だからではありません。このボリュームが小さいからです。こちらのボリュームを精一杯上げましょう。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日も神様がキリストの血の代価として払われて買い取られた尊い神の民、神の子どもである兄弟姉妹を教会に集めて神様の祝福のメッセージを与えてくださり感謝します。どうか霊的な目を開いて混乱させる様々な不信仰の力が打ち砕かれるようにして、まっすぐにイエスがキリストである信仰告白に常に立って、その声のボリュームを一番大きくする霊的な戦いに勝利できるように祝福を与えてください。心の中心を聖霊様がみことばをもって動かして働いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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